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～低価格の塗装外観検査の実現～

▼研究の概要（背景・目標）

▼研究の成果（結論・考察）

面光源を所定の位置に置いた後、面光源で
照査された領域で、その境界付近（約5分の1
程度内側に入った領域）上にすべての塗装欠
陥を検出できることを確認した。図5は一般に

検出の困難な黒色塗装の欠陥検出を行った
成功事例である。他の塗装色でも同様な成果
が得られた。

▼研究の内容（方法・経過）

本研究では、 3種類（白（パールホワイト）、シ

ルバー（シルバーメタリック）、黒色（ブラックマ
イカ））のバンパーに対して、各種照明装置を
用いて、塗装欠陥の検出テストを行った。最
も検出率の高かった照明環境は面光源斜め
対応であった（図1）。 さらに各バンパー（図2）
の塗装欠陥部位を含む小片（図3）を切り出し

、塗装欠陥が最も発見し易い、面光源斜め対
応と高解像度カメラとの位置関係の調査を行
った（図4）。

図3 バンパー小片 図4 位置関係の調査

▼おわりに（まとめ・今後の展開）

最終的なシステムは、カメラと面光源をロボットアームに装着し、適切な位置のカメラと面光源で撮影した画像の輝
度分布から不具合部分を検出する。本方式の必要なハードウェアは、主に汎用の計測装置（カメラと面光源）を使用
するため、高価なレーザ計測装置や専用のスリット光発生装置2)を使用した方式よりも経済的に有利である。今後
の展望として、ロボットアームを想定した塗装外観検査システムの構築、塗装欠陥検出のための画像処理方式の研
究開発が必要である。

図5 ブラック塗装面の検出例

図1 面光源1) 図2 白色バンパー

自動車のボンネットやバンパーは曲面形状
が多いため、検査官による最終検査が必要
である。しかしながら、バンパーやドアの塗装
に対しては、複数の検査官による品質チェッ
クを行っているが、見落としやクレームによる
塗り直しが発生しており、同時に検査官にも
大きな作業負荷を与えている。
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